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パウロ・フレイレの教育論における識字に関する哲学的探究  
－『自由のための文化行動』を中心に－  











文化行動 社会構造『自由のための文化行動』  
育」と呼んで激しく批判し，教師と生徒が対等な立   
場で対話を通して互いに教え合う「課題提起型教育」   
を掟唱しているが，そうした教育活動を通して為さ   
れる認識行為としての「意識化」，およびその教育   
活動で扱われる教材がどうあるべきかを論じてい る   
のが，『自由のための文化行動』である。  
フレイレの識字論（リテラシー論）について言及   
した論文としては，「課題提起型教育」を成立させ   
る条件としての識字のあり方を論じた黒川Z）の論文   
ヤフレイレの識字論のアメリカ受容を論じた谷川の   
論文3）が上げられるし，フレイレの著作を時系列的   
に分析の姐上に載せ，フレイレの教育論の全体像を   
概観した野元4）の論文も参考になるところが多い。  
黒川は，識字を自らのおかれた状況が自然的なも   
のではなく社会的に構成されたものであることを認   
識して文化を創造し歴史に参加するという意識を育   
むものとし，「世界の中にある」人間を「世界とと   
もにある」存在として人間化していく「意識化」の  
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Il『自由のための文化行動』における教材批判   
フレイレが『自由のための文化行動』の中で，従  
来の教育を批判する糸口としているのは，識字教育  












る。   
・Aasa6daave（鳥には翼がある）   
・Evaviuauva（エヴァは葡萄を見つけた）  
・Ogalocanta（おんどりが鳴く）  
・Ocachorroladra（犬が呼Lえる）   
・Ada deu o dedo ao urubu？Duvido Ada deu o  













「何と栄養消化の哲学だ！」   
では，何故栄養消化の教育が批判されるのであろ  































ー136一   
パウロ・プレイレの教育論における識字に関する哲学的探究  
を構成する言葉の印としての文字の意味は見る影も  
























とは出来ない。   
フレイレが掲げる実例には，こういうものもある。  
見開きのページの片方には「5月1日」という課が  



















ての真の側面は奪われ，不毛なものとなる。10’   
こうした入門書の著者は，「貧しい階級の人たちの  
知る力や，彼らの世界理解の範囲で彼ら自身が表現  
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－139 一   
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（dev山 だとか「罪」（sh）や「怠惰」（slo仇）といっ  
た言葉で表現し，掻い摘んで言えば，支配社会なし  
には歴史的に実効的ではない社会だと見倣すことで  





























とてもうれしかった」36）   
これは言葉を知ることを通して，沈黙の文化の中  
で奪われた自分の存在意義を取り戻した喜びの言葉  
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